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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第３四半期連結
累計期間

第70期
第３四半期連結

累計期間
第69期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 12,120,530 11,573,388 16,218,163

経常利益 （千円） 250,266 156,932 302,251

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 161,480 97,182 194,813

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 161,480 97,182 194,813

純資産額 （千円） 6,917,460 7,041,401 6,950,792

総資産額 （千円） 14,436,208 14,474,114 14,723,530

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 26.99 16.10 32.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.9 48.6 47.2

 

回次
第69期

第３四半期連結
会計期間

第70期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 9.26 6.77

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、当社グループのセグメントはみがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線事業の単一事業であります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適

用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（１） 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安の定着が続くなか企業収益や雇用環境の改善が見られる

ものの、中国及びアジア新興国経済の減速、原油価格の大幅下落、欧州・中東の地政学的リスクの高まりなど依然

として先行き不透明な状況にあります。

わが国のみがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線業界におきましては、軽自動車税の増税の影響などによる国内販売の低

迷を反映し、主要需要家である自動車業界の生産活動は低調に推移いたしました。

このような経営環境下、当社グループは全社を挙げて収益の確保、生産性の向上及びコスト削減に取り組みまし

た。

しかしながら、当社グループを取り巻く需要環境は厳しく、販売数量は81千トンとなり、売上高は11,573百万円

（前年同四半期比4.5％減）となりました。

損益につきましては、主に売上高が減少したことにより、営業利益は136百万円（前年同四半期比40.4％減）、

経常利益は156百万円（前年同四半期比37.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は97百万円（前年同四半

期比39.8％減）と減益となりました。

 

事業部門ごとの業績は、次のとおりであります。

まず、みがき棒鋼部門におきましては、販売数量は47千トン、売上高は7,179百万円（前年同四半期比2.1％減）

となりました。

次に、冷間圧造用鋼線部門におきましては、販売数量は34千トン、売上高は4,394百万円（前年同四半期比8.2％

減）となりました。

 

（２） 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は14,474百万円となり、前連結会計年度末に比べ249百万円減

少いたしました。これは主に、現金及び預金が212百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が216百万円並びに

原材料及び貯蔵品が172百万円それぞれ減少したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は7,432百万円となり、前連結会計年度末に比べ340百万円減少

いたしました。これは主に、短期借入金が300百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が369百万円、長期借入

金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が318百万円それぞれ減少したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は7,041百万円となり、前連結会計年度末に比べ90百万円増

加いたしました。これは主に、利益剰余金が67百万円増加したこと及び自己株式が22百万円減少したことによるも

のであります。

 

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４） 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（５） 主要な設備

前連結会計年度において計画中であった㈱サンユウのみがき棒鋼生産管理システムは、仕様の改良により完了予

定時期が平成28年１月から平成28年度にずれ込む見込みです。

なお、設備投資金額につきましては、重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　　　　類 発行可能株式総数（株）

普　　通　　株　　式 19,344,000

計 19,344,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,091,000 6,091,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 6,091,000 6,091,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 6,091 － 1,513,687 － 1,317,207

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

46,300
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

6,043,000
60,430 －

単元未満株式
普通株式

1,700
－ －

発行済株式総数 6,091,000 － －

総株主の議決権 － 60,430 －

（注）「単元未満株式」欄の株式「普通株式 1,700株」には、当社保有の単元未満自己保有株式70株が含まれておりま

す。

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サンユウ
大阪府枚方市春日北町

三丁目１番１号
46,300 － 46,300 0.76

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,052,775 1,265,355

受取手形及び売掛金 4,706,289 ※１ 4,489,608

商品及び製品 1,978,978 1,960,947

仕掛品 199,047 167,797

原材料及び貯蔵品 1,290,438 1,118,244

繰延税金資産 88,544 55,018

その他 241,160 203,046

貸倒引当金 △46,576 △40,509

流動資産合計 9,510,658 9,219,508

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,659,761 1,660,910

機械装置及び運搬具（純額） 1,635,046 1,619,469

土地 1,448,032 1,448,032

リース資産（純額） 14,008 46,456

建設仮勘定 4,000 36,846

その他（純額） 65,433 70,117

有形固定資産合計 4,826,282 4,881,831

無形固定資産   

のれん 16,541 4,135

その他 16,013 45,450

無形固定資産合計 32,555 49,585

投資その他の資産   

投資有価証券 42,905 47,805

出資金 227,842 184,629

長期貸付金 55,769 69,213

その他 35,282 28,306

貸倒引当金 △7,765 △6,765

投資その他の資産合計 354,034 323,188

固定資産合計 5,212,872 5,254,605

資産合計 14,723,530 14,474,114
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,360,079 ※１ 3,990,640

短期借入金 100,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 1,235,236 826,537

リース債務 2,472 8,805

未払法人税等 44,000 3,900

賞与引当金 122,849 59,744

その他 437,885 571,836

流動負債合計 6,302,522 5,861,463

固定負債   

長期借入金 1,174,400 1,264,500

リース債務 11,536 40,395

繰延税金負債 66,436 71,703

退職給付に係る負債 178,409 158,097

長期未払金 5,400 2,880

資産除去債務 33,674 33,674

その他 360 －

固定負債合計 1,470,215 1,571,249

負債合計 7,772,737 7,432,712

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,513,687 1,513,687

資本剰余金 1,317,207 1,318,057

利益剰余金 4,163,718 4,230,987

自己株式 △43,820 △21,331

株主資本合計 6,950,792 7,041,401

純資産合計 6,950,792 7,041,401

負債純資産合計 14,723,530 14,474,114
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 12,120,530 11,573,388

売上原価 10,567,582 10,084,452

売上総利益 1,552,948 1,488,936

販売費及び一般管理費   

運搬費 371,737 378,896

給料及び手当 308,944 321,487

賞与引当金繰入額 23,999 24,409

退職給付費用 8,157 20,292

減価償却費 61,892 59,358

のれん償却額 12,406 12,406

その他 537,302 535,976

販売費及び一般管理費合計 1,324,439 1,352,825

営業利益 228,508 136,110

営業外収益   

受取利息 802 872

受取配当金 9,135 6,592

受取賃貸料 19,173 20,135

為替差益 － 5,902

その他 18,665 9,510

営業外収益合計 47,778 43,014

営業外費用   

支払利息 18,015 12,596

賃貸費用 5,815 8,032

その他 2,189 1,563

営業外費用合計 26,020 22,192

経常利益 250,266 156,932

特別利益   

固定資産売却益 234 627

補助金収入 － 6,400

受取補償金 － 2,008

特別利益合計 234 9,036

特別損失   

固定資産売却損 2,822 1,349

固定資産除却損 579 479

固定資産圧縮損 － 6,999

特別損失合計 3,402 8,828

税金等調整前四半期純利益 247,098 157,140

法人税、住民税及び事業税 46,439 21,147

法人税等調整額 39,178 38,809

法人税等合計 85,618 59,957

四半期純利益 161,480 97,182

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 161,480 97,182
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 161,480 97,182

四半期包括利益 161,480 97,182

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 161,480 97,182

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（平成27年12月31日）

受取手形 －千円 207,877千円

支払手形 － 39,380

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 381,593千円 361,672千円

のれんの償却額 12,406 12,406
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 30,223 利益剰余金 5

平成26年

３月31日

平成26年

６月30日

（注）配当金の総額には連結子会社が保有している親会社株式に対する配当金310千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 30,223 利益剰余金 5

平成27年

３月31日

平成27年

６月29日

（注）配当金の総額には連結子会社が保有している親会社株式に対する配当金310千円が含まれております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成27年４月１日　至平成27年12月31日）

当社グループは、みがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 26円99銭 16円10銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
161,480 97,182

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
161,480 97,182

普通株式の期中平均株式数（株） 5,982,630 6,034,870

　 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

  平成28年２月10日 

株式会社サンユウ    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任 あずさ監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小林　礼治　 　 印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中畑　孝英　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンユ

ウの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンユウ及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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